
光学衛星データを活用した河道内地被分類（植生、土砂）の推定

河川管理者（国土交通省水管理・国土保全局）

衛星データサービス企画株式会社、日本工営株式会社
公益財団法人リバーフロント研究所、スカパーJSAT株式会社

国土交通省は「河川水辺の国勢調査」を実施し、河川管理に重要な役割を果た
す河川環境基図（植生や砂州等の地形情報図）を作成している。しかし、国管理河
川の延長は約１万㎞あり、その作成には時間とコストを要する。そこで光学衛星
データの活用と機械学習により、河川環境基図作成を効率化し、河川管理の高度
化を図る実証プロジェクトを行う。また、その成果は日常の河川管理に有効活用が
可能であることも実証する。

• 河川環境基図は最新の航空写真等を用いて作成するが、航空写真撮影は時間
とコストを要するため、効率化とコスト削減が課題である。

• 河川環境基図更新は５年に一度であり、毎年のように発生する洪水やそれに伴う
河道内植生・土砂等の環境変化を捉えることが出来ない。

• 近年の温暖化により大規模洪水の発生頻度が増える状況で、河道の変化を適切
なタイミングで捉えることが可能なモニタリング手法のニーズが高まっている。

• 光学衛星画像のコストは航空写真の約数十分の一（撮影条件によって異なる）で
あり、現在の方法よりもコスト削減につながる。また、衛星画像から河道内植生を
自動判読し、河川環境基図作成の効率化を図れることからもコスト削減につなが
る。

• 1日1度撮影し、アーカイブされるため、洪水前後等の情報が事後に入手可能とな
り、維持管理、河川改修に有効な情報となる。

• ５年ごとの河川環境基図更新（河川水辺の国勢調査）だけでなく、日常の維持管
理（河道掘削後の再堆積、河道内樹木伐採後の再繁茂モニタリング、貴重な河川
環境（氾濫原等）のモニタリング・評価等）にも活用可能。

河川環境基図：全国直轄河川で実施の「河川水辺
の国勢調査」の成果の一部であり、
河道内植生、水域（澪筋等）、砂州等
の情報が記載された図面。本データ
は河川環境データベースで公開中の
データを活用。

• INPUT（衛星画像、河川環境基図）から教
師データを作成し、河川単位で地被分類
の自動判読を実施。

• 河道内の植生（草本、低木、高木、竹林、
裸地、水面、その他植生）を28、13，7分
類に区分して判読する。

• 水路の変遷（流路変遷、土砂）を近赤外
の反射特性を用いて把握する。

植生判読は国交省業務の河川水辺の国勢調査の内、河川環境基図更新に使用す
る。また、植生判読及び水路の変遷については、既存の河川維持管理計画や改修後
の河道評価等に用いる。

• 定期的に撮影・アーカイブされる衛星が増えること。
• 高精度の解析結果を得るために、衛星データの時間・空間分解能の向上。
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• PlanetDove（光学衛星）：130機以上の小型衛星群で１日１回の全球陸域を撮影、
アーカイブされるため、任意の日付、位置のデータが活用可能。

• ４時期（春夏秋冬）の画像データを活用し、高い精度の判読を確保。

• 解析は光学（PlanetDove）のみ。全波長帯を使った
モデル（4バンド、NDVI、NDWI、BSI）での植生判読
とNDWIとNIRでの水域水路判読。


